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パイロクロア型 Ir 酸化物(Ln2Ir2O7、Ln；希土類元素)は、Ir 元素由来のスピン軌道相互作用と、

結晶構造由来の幾何学的フラストレーションが共存する系であり、all-in-all-out構造と呼ばれる反

強磁性磁気秩序を生じる。この磁気秩序には 2種類(A; all-in-all-out B; all-out-all-in)の磁気ドメイン

構造が内在し、時間反転対称性で結びついている(Fig. 1(a))。近年この磁気ドメイン構造に起因し

た特異な磁場応答[1]や、磁気ドメイン境界における高い電気伝導状態の発現[2]が理論的に提唱さ

れており、また実験的にも磁気ドメイン境界における電気伝導を示唆する報告[3]がなされている。 

我々はこの磁気ドメイン境界における伝導状態の工学的応用を企図し、幅広い Ln に対して

Ln2Ir2O7単結晶薄膜の作製技術を構築すると共に、磁場方位に対する奇の磁気抵抗効果といった、

この物質特有の輸送現象を実験的に明らかにしてきた[4]。さらに、Lnの異なる Ln2Ir2O7でヘテロ

接合を作製することにより、掃引磁場に対する磁場応答の違いを利用して、接合界面に単一磁気

ドメイン境界を生成し、そこでの電気伝導の観測に成功した[5]。 

本講演では、そうした界面伝導の観測の試みとその成果に関して包括的な議論を行う。併せて、

多層構造にすることで界面電子相を制御しようとする最近の試み(Fig. 1(b))について報告するとと

もに、磁気ドメイン境界における量子伝導の観測に向けた今後の展望を述べる。 
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Fig. 1(a) Schematic image of the 

two magnetic domain structures in 

all-in-all-out magnetic ordering. The 

surface highlighted in green color is a 

(111)-surface of the pyrochlore 

lattice. (b) Domain conductance of 

Eu2Ir2O7 / Pr2Ir2O7 / Nd2Ir2O7 at 2 K 

as a function of the Pr2Ir2O7 layer 

thickness. Cross section of the 

heterostructure is shown in the inset. 
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